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東 京都 は 20 01 年 度 から 都 内 に高 密 度 で生 息 す るカ ラ ス によ る 被 害軽 減 を目

指し 、 捕 獲と 生 ゴ ミ対 策 を 実施 し て いる 。 こ の事 業 で は急 速 に 数を 減 ら すこ と

が優 先 さ れ、 被 害 を引 き 起 こす カ ラ スの 生 活 実態 は 不 明の ま ま であ っ た 。本 研

究で は 、 都市 生 態 系に 短 期 間に 適 応 し、 都 心 に高 密 度 分布 し た ハシ ブ ト ガラ ス

（ Co rv us  ma cr orh yn chos  jap one ns is） 個体 群 に 焦点 を あ て、 郊 外 に生 息 す るカ

ラス と の 比較 か ら 、 そ の 生 態お よ び 身体 的 特 性を 明 ら かに し 、 都市 の カ ラス の

適正 な 管 理に 資 す るこ と を 目的 と し た。  

第一 章 で は、都 心 の上 野 動 物園（ 2 00 1 年 5 月 ～ 2 003 年 3 月、 1, 330 羽）と 郊

外の 雪 印 こど も の 国牧 場（ 20 03 年 4 月～ 20 05 年 3 月 、 3 ,496 羽 ）で 捕獲 さ れた

カラ ス を 用い て 、 月別 捕 獲 数と そ の 構成 （ 成 幼、 性 別 ）を 比 較 した 。 月 別捕 獲

数は 、 都 心で は 9 月を 高 い ピー ク と する 変 動 がみ ら れ た。 郊 外 では 4 月 のピ ー

ク後 、 5～ 7 月 に 減 少、 8 月 以 降 再び 増 加す る 傾 向を 示 し た。 都 心 のピ ー ク はほ

ぼ全 て 幼 鳥が 占 め 、成 鳥 の 捕獲 は 春 の繁 殖 期の 4 月 頃 にわ ず か に増 加 す る以 外

年間 を 通 じて 少 な かっ た 。 対照 的 に 、郊 外 の 4 月 の ピ ーク は 大 半が 成 鳥 で、 幼

鳥は 成 鳥 がほ と ん ど捕 獲 さ れな く な る 8～ 11 月に 多 数 捕獲 さ れ た 。 全 捕 獲個 体

の成 幼 比 は 、都心 で 成鳥 20. 9％：幼 鳥 7 9.1％ 、郊外 で 成鳥 43.9％：幼鳥 56 .1％

と 、明 ら か な地 域 差 がみ ら れ た 。捕 獲 カ ラス の 性 比 (1 00×♂ /♀ )は 、都 心 (7 7. 6 )、

郊外 (9 7.5 )と も に メス が 多 く、 そ の 偏り は 都 心の 方 が 大き か っ た。 こ の よう に

都心 と 郊 外で は 捕 獲効 果 が 異な る こ とか ら 、 捕獲 の 時 期や 期 間 、主 た る 標的 を

適切 に 定 める こ と が効 率 的 な管 理 計 画に 有 効 であ る と 考え ら れ た。  



第二 章 で は、 第 一 章の 捕 獲 個体 を 材 料 (都 心 1 ,14 9～ 1, 3 09 羽 、郊 外 3,4 57～

3,49 3 羽 )と し て、体格 と 栄 養状 態 の 地域 間 比 較を 試 み た。都 心お よ び 郊外 のい

ずれ で も カラ ス の 性的 二 型 は明 瞭 で 、オ ス は メス に 比 べて 体 重 、嘴 峰 長 、嘴 高

が明 ら か に大 き か った こ と から 、 体 格の 地 域 間比 較 は 成鳥 、 幼 鳥と も 雌 雄別 に

実施 し た 。体 重 は 成幼 、 雌 雄と も 都 心が 郊 外 より 小 さ かっ た も のの 、 生 存競 争

で有 利 に 働く 嘴 (嘴 峰長 、 嘴 高 )は 逆転 して 、 成 幼、 雌 雄 とも 都 心 が郊 外 よ り大

きか っ た 。栄 養 状 態に つ い ては 、 都 心が 郊 外 より も 悪 く、 成 鳥 と幼 鳥 で 比較 す

ると 、 都 心お よ び 郊外 と も に幼 鳥 の 方が 悪 か った 。 雌 雄 の 栄 養 状態 は 、 都心 で

はメ ス が オス に 比 べて 悪 か った が 、 郊外 で は 雌雄 差 が みら れ な かっ た 。 以上 か

ら、 生 ゴ ミを 餌 資 源と し て 高密 度 分 布す る 都 心個 体 群 では 体 格 が小 型 化 して 栄

養状 態 が 悪く な る こと 、 特 に発 育 過 程の 幼 鳥 や体 格 で オス よ り 劣る メ ス では 、

厳し い 生 存競 争 で 栄養 不 良 が顕 著 に なる こ と が示 唆 さ れた 。  

第 三章 で は 、幼 鳥 の 標識 再 捕 獲 を 試 み ると と も に 発 育 過 程に お け る栄 養 状態

を調 査 し て、 都 心 と郊 外 の 幼鳥 の 生 息状 況 を 比較 し た 。標 識 再 捕獲 調 査 では 都

心 20 01 年 、郊外 20 03 年 の 12 月 まで に 捕獲 し た 幼鳥 の 一 部（ 都 心 104 羽 、郊 外

66 羽 ）を 、栄 養 状 態調 査 に つい て は 、それ ぞ れ 翌年 6 月 まで の 1 年間 に 捕 獲し

た都 心 5 95 羽 、郊外 1,00 0 羽 を 対 象と し た。標 識か ら 再 捕獲 まで の 期 間（ 日 数）

は都 心 お よび 郊 外 とも に 、 短期 （ 30 日以 内 の もの ）、中 期（ 31～ 90 日 の も の）、

長期 （ 91～ 45 0 日 のも の ） とタ イ プ がま ち ま ちで あ っ た も の の 、い ず れ の区 分

でも 再 捕 獲ま で の 平均 日 数 は都 心 が 郊外 よ り 短か っ た 。一 方 、 調査 期 間 全体 を

通し て の 再捕 獲 率 は都 心 3 1.7％ に 対 し郊 外 5 1.5％ と、都 心が 明 ら かに 低 か った 。

栄養 状 態 を家 族 期 （ 7～ 9 月 ）、 分 散 期 （ 10～ 12 月）、 自 立 期（ 1～ 6 月 ）の 発 育

過程 に 区 分し て 比 較す る と 、郊 外 で は栄 養 状 態の 改 善 傾向 が 明 らか で あ るの に

対し 、 都 心で は そ の傾 向 が 乏し く 、 特に 標 識 が行 わ れ た 分 散 期 は著 し く 栄養 状

態が 不 良 であ っ た (栄養 不 良率 76 .8％ )。栄 養 状態 が 悪 い都 心の 幼 鳥 は、再 捕獲

まで の 期 間の タ イ プに よ ら ず再 捕 獲 まで の 日 数が 郊 外 に比 べ て 短く 、 ト ラッ プ

（の 誘 引 餌） に 依 存し や す いに も か か わ ら ず 、全 体 と して の 再 捕獲 率 は 予測 に

反し て 低 かっ た 。 この こ と は、 都 心 では 多 く の幼 鳥 が 発育 過 程 で死 亡 し てい る

こと を 示 唆し て お り、 都 心 のカ ラ ス 幼鳥 は 郊 外よ り も 厳し い 生 息状 況 に ある こ

とが 推 測 され た 。  

本研究によって、都心と郊外ではカラスの生態および身体的特性が異なり、

都心では個体群の健全性が著しく損なわれていることが明らかとなった。捕

獲 と 生 ゴ ミ 対 策 を 引 き 続 き 推 進 し て 速 や か に 分 布 密 度 を 低 下 さ せ る こ と は

もちろん、捕獲の標的を短期的に自然死する可能性の高い幼鳥から 、成鳥に

シフトすることの必要性が示唆された。具体的には 生ゴミ対策を徹底して餌

資源を絶ち、栄養要求が増大する春の繁殖期の 4 月前後に、魅力的な誘引餌

（くず肉など）を用いれば、成鳥の捕獲数増大を通じて、効率的なカラスの

管理に繋がるものと考えられた。  


